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大気圏電離圏結合モデルGAIAの高精度化およびデータ同化に向けた取り組み
Development of a whole atmosphere-ionosphere model GAIA for higher accuracy and its
application toward data assimilation modeling
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超高層大気領域は人工衛星や地上‐衛星間をつなぐ電波の通り道であり、その擾乱や変動は衛星の軌道や姿
勢、また電波の伝搬に影響する。超高層大気の擾乱や変動の起源は、太陽フレアなど太陽面の活動が磁気圏を
通して入ってくるだけではなく、地表付近の気象の影響も中層大気を通り入ってくることが知られてき
た。我々は、電離圏・熱圏の全球分布を将来的に数値的に推測・予測するために、地表から熱圏上部までの中
性大気領域と電離圏領域を相互に結合する大気圏電離圏結合モデル（GAIA）を開発してきた。しかし、長期シ
ミュレーションと電離圏・熱圏の観測などとの比較・検証を行ったところ、数値予測への応用や大気研究によ
り有効利用するためには、モデルの高精度化を進める必要があると分った。 
本発表では、モデル高精度化の一環として、電離圏のダイナミクスやエネルギーの扱いの改良や、高分解能化
などの試みとその結果について紹介する。また、数値予測に向けてデータ同化に対するインターフェースを開
発しており、今後のデータ同化への取り組みについて紹介する。
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